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[翻 訳]
深 見 純 生 訳
 大ババッド
ヤサディプラ 2世の原本の忠実な複写と考えられる写本 LOr 1786 につ
いて, ピジョーは内容的には1770年ころまで, 分量としては全18巻という








すでに述べたように (本訳稿の解題参照), 第 1 ～ 6 部は各々ババッ
ドを冠してババッド・パジャジャラン～ババッド・カルタスラなどとよぶ
ことが多い。第 7部にいうババッド・マンクブメン Mangkubumen はマン




表 大ババッドの構成と頁数 [Ras 1987b : XXVII]
内 容 頁数 ％
第 1部 パジャジャランの滅亡まで 50 1.0
第 2 部 マジャパイトの滅亡まで 113 2.1
第 3 部 ドゥマックの滅亡まで 70 1.3
第 4 部 パジャンの滅亡まで 151 2.9
第 5 部 マタラムの滅亡まで 496 8.8
第 6 部 カルタスラの滅亡まで 1484 28.2































いる [Ras 1987b : XXIIXXV]。『ババッド・ギヤンティ』の成立年はわか
らないが, ヤサディプラ 1世から両作品の写本を継承した 2世が両者を踏
まえて1770年ころまで書き継いだのが大ババッドであった。ラスによれば,
『ババッド・ギヤンティ』のテキストと当該部分のババッド・マンクブメ








[Ras 1987b : XV], その終章である第124章は第20分冊の57～66頁なので章
の途中で終わっているようにみえる。さらにはウィンテルによる改善版バ
バッド（本訳稿の解題参照）は1743年10月まで扱っているというので





22年ころまでに相当するのは1496頁である [Ras 1987b : XV]。その差の
868頁を加えることは58％増を意味する。他方, メインスマ版初版の本文
は688頁とかなり分厚かった。第 2版, 第 3版が本文を2巻に分けたのは理
由のないことではないのである。688頁に58％を加えると1088頁になる。
第 2版, 第 3版なら, やや厚めの第 3巻が必要ということになる。
人間文化研究 第５号
― ―102
なお, 初版では第 1巻（1874）は本文, 第 2巻（1877, 109頁）は序文,
注釈, 地名索引などであり, 第 2版（1884－99）と第 3版（1903）では本
文が 2巻で刊行され, 初版第 2巻は再版されることがなかった。
ついでながら, 第 2版と第 3版の第 1巻と第 2巻を分かつ基準は内容で
はなく分量であったように思われる。初版の338頁の途中に境目があるの
で, 第 2巻の方がやや多い。この両巻は第 4版（1941）と第 5版（1987）










上の表から明らかなように, 第 1～ 7の各部の長さは不均等である。し
かも, 第 5 部はそれ以前の第 1～ 4 部の合計384頁よりかなり多い。第 6
部は第 1～ 5 部の合計880頁よりはるかに多い。そして第 7 部は第 1～ 6
部の合計2364頁よりかなり多い。つまり『ババッド・タナ・ジャウィ』は
王都の移動にしたがって 7つに区分した場合, 新しい時代ほどいちじるし
く分量が多くなる。第 4部までは第 5部の前史, 第 5部までは第 6部の前






エン・ガレソン kraeng Galesong といい, その副将はブスン・ムルヌン
Busung-Mernung, パンジ・カロヌバン Karonuban, ダエン・マキンチン
daeng Makincing, ダエン・ウィグニ Wigeni, ダエン・マレワ Marewa と


























Jaga-Pati, ジャガムンガラ Jaga-Menggala, ウィラガティ Wira-Gati, タヌム
ンガラ Tanu-Menggala をみな連れてゆけ。そしてマングンヌガラ
Mangun-Negara もジュパラ防備のために連れてゆけ。また余の大砲 3 門
をもってゆけ。グントゥル・グニ Guntur-Geni, グル Gulu, そしてクンバ・




































タラムにこないのか。お前にウィラブミ Wira-Bumi, ウィラワンサ Wira-









































































































































ン・マンクユダ Mangku-Yuda, ダンダン・ワチャナ Dhandhang-Wacana,















































































































一軍はすでにグロンポル Grompol に到着し, 留まって隊列を整えた後,
































































































ら。加えて, このタパは将来, パティを治めるなら ふさわしい国を選
びなさい , お前の良き協力者になるだろう。お前は今後ジュナルにお
いて王位につくがよい。これだけだ, 弟 2人とともにゆけ, 平安を祈る」





















































ラフマン・サイディン・パナターガマ ngAlaga Ngabd’ur Rahman Sayidin
Panatagama と称して王位を宣言し, ジュナルの地をプルワカンダ Purwa-
Kandha と改め, 都とした。このことはクドゥとパグレンに周知され, み
な服従し, 武器を携えて集まってきた。ガラガ陛下は亡き父王の象で先に
道中で放棄されたのを連れにいかせ, これが今やガラガ王のものとなった。

















引き上げ, 一族の一人ラデン・アンガユダ Angga-Yuda にはパンゲラン・




マンダリカ Mandhalika だった。パジャン, マタラムまたクドゥ, パグレ
ンの者たちはみな服従し, 多くの者の地位が引き上げられた。しかしその
時マタラムの国に天罰が下り, 多くの者が病気に倒れ。マタラムの都は破
壊され, 風気が悪くなり, 食べ物が欠乏し, 雨が降らず, 耐えがたい暑さ
になり, 都は燃えるように熱く, 病気と飢えで大勢が死んでいった。道に
も川にも乞食が溢れ, 傷口がただれ, 熱病に苦しんだ。朝病気になると夕
べには死んだ。ガラガ王は憂いのあまり寝食ままならず, 国が元に復する
ようひたすらアラーに懇願なさった。
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